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令
和
６
年
か
ら
森
林
環
境
税
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
改
正
の
ほ
か
、
地

方
税
法
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

後
期
高
齢
者
支
援
分
の
課
税
限
度
額
を

20
万
円
か
ら
22
万
円
へ
引
上
げ
、
国
民

健
康
保
険
税
率
の
変
更
と
そ
れ
に
伴
う

軽
減
額
等
の
変
更
と
、
保
険
税
の
減
額

措
置
に
係
る
軽
減
判
定
所
得
基
準
の
見

直
し
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数
で
可
決

　

消
防
団
員
の
定
数
を
現
在
の
人
員
に

あ
わ
せ
、
12
人
減
の
145
人
と
す
る
も
の

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

こんなことが決まりました
　
令
和
５
年
第
２
回
小
海
町
議
会
定
例
会
が
６
月
１
日
か
ら
16
日
ま
で
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
専
決
処
分
５
件
、
条
例
等
改
正
案
２
件
、
補
正
予
算
案
１
件
、
事
件
議
決
１
件
、
陳
情
７
件
、
追
加

議
案
と
し
て
発
議
２
件
の
合
計
18
件
で
審
議
が
行
わ
れ
、
一
部
の
陳
情
を
除
き
す
べ
て
承
認
・
可
決
・
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
、
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和５年度一般会計補正予算（第２号）全員賛成で可決

令和４年度一般会計補正予算（第９号）全員賛成で承認

令和４年度特別会計補正予算（第２号）全員賛成で可決

１億37万円を増額補正　総額42億1,739万円

5,349万円を追加補正　総額51億3,081万円

国民健康保険事業特別会計	 	275万円増額補正　総額5億3,916万円

介護保険事業特別会計	 746万円減額補正　総額7億589万円

後期高齢者医療特別会計	 64万円減額補正　総額7,772万円

【歳出の主なもの】
●小海駅周辺活性化事業	 2,346万円
●町民生活支援事業	 4,400万円
●緊急支援給付金	 1,560万円
●子育て世帯生活支援特別給付金	 250万円
●出産子育て応援事業	 275万円
●本村親沢線法面対策調査	 316万円

【歳出の主なもの】
●令和４年度事業の精算が主なものです。

【財源の主なもの】
●地方交付税	 5,430万円

小
海
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

小
海
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

小
海
町
消
防
団
員
の
定
員
・
任
免

・
給
与
・
服
務
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
改
正

陳　
　
　
情

●�

「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と

教
育
予
算
の
増
額
」
・
「
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
」
を
求
め
る
陳
情
書

　

陳
情
者　

長
野
県
教
職
員
組
合

　
　
　
　
　

佐
久
支
部　

小
海
単
組

　
　
　
　
　

代
表
者　

菜
花　

寛
子

全
員
賛
成
で
採
択



請願（陳情）の願意につい
ては十分に理解できるが、
実現性の面で確信が持てな
いといった場合に採られる
請願（陳情）に対しての決
定方法をいいます。

豆知識

議会を知って！

「趣旨採択」とは

小海町議会だより　№1653

全
員
賛
成
で
採
択
し
、
関
係
大
臣
に
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
採
択
し
、
関
係
大
臣
に
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

６月議会第２回定例会で

議
員
発
議

「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と

教
育
予
算
の
増
額
」
・
「
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
・
拡

充
」
を
求
め
る
意
見
書

「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑
み
、

へ
き
地
手
当
等
支
給
率
を
近
隣
県

並
み
の
水
準
に
戻
す
こ
と
」
を
求

め
る
意
見
書

●�

「
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑
み
、

へ
き
地
手
当
等
支
給
率
を
近
隣
県

並
み
の
水
準
に
戻
す
こ
と
」
を
長

野
県
知
事
に
求
め
る
陳
情
書

　

陳
情
者　

長
野
県
教
職
員
組
合

　
　
　
　
　

佐
久
支
部　

小
海
単
組

　
　
　
　
　

代
表
者　

菜
花　

寛
子

全
員
賛
成
で
採
択

●�

え
ん
罪
被
害
者
を
一
刻
も
早
く
救

済
す
る
た
め
に
再
審
制
度
の
速
や

か
な
改
正
を
求
め
る
陳
情
書

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た

●�

国
保
制
度
の
改
善
を
求
め
る
陳
情

書

　

陳
情
者　

佐
久
地
区

　
　
　
　
　

社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

林　
　

春
二

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

遠
藤　

勇

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

橋
本　

一
夫

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

佐
藤　

彰
信

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

小
林　

吟
子

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

新
津　

俊
治

趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た

●�

介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求
め
る

陳
情
書

　

陳
情
者　

佐
久
地
区

　
　
　
　
　

社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

林　
　

春
二

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

遠
藤　

勇

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

橋
本　

一
夫

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

佐
藤　

彰
信

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

小
林　

吟
子

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

新
津　

俊
治

趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た

●�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
る
健
康

保
険
証
廃
止
方
針
の
撤
回
を
求
め

る
陳
情
書

　

陳
情
者　

佐
久
地
区

　
　
　
　
　

社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

林　
　

春
二

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

遠
藤　

勇

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

橋
本　

一
夫

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

佐
藤　

彰
信

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

小
林　

吟
子

　
　
　
　
　

代
表
委
員　

新
津　

俊
治

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た

●�

安
保
関
連
３
文
書
」
の
撤
回
と
国

会
で
の
慎
重
審
議
、
対
話
の
外
交

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

の
陳
情
書

　

陳
情
者　
　
　
　
　

新
津　

俊
治

不
採
択

第２回定例会で賛否が分かれた議案
（委員長報告に対しての賛否）

（議員氏名）

（議案名簿）

黒
澤　

敦
史

鷹
野　

文
則

篠
原　

哲
雄

井
出　

和
人

渡
邊　

晃
子

的
埜
美
香
子

井
出　

幸
実

品
田　

宗
久

小
池　

捨
吉

篠
原　

伸
男

有
坂　

辰
六

小海町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇

議　

長　

職

えん罪被害者を一刻も早く救済
するために再審制度の速やかな
改正を求める陳情書（継続審査）

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × 〇

国保制度の改善を求める陳情書
（趣旨採択）

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇

介護保険制度の改善を求める陳
情書（趣旨採択）

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇

マイナンバー制度による健康保
険証廃止方針の撤回を求める陳
情書（継続審査）

× 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇

「安保関連３文書」の撤回と国
会での慎重審議、対話の外交を
求める意見書提出についての陳
情書

× × × × 〇 〇 × × × ×

（〇は賛成　×は反対）



令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
関
係

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
関
係

財
政
調
整
基
金
繰
入
な
ぜ
こ
ん
な
に
余
っ

て
く
る
の
か
？

QA
町
民
生
活
支
援
事
業
ま
た
温
泉
の
改
修
工
事
、

配
合
飼
料
の
価
格
高
騰
に
よ
る
支
援
等
、
精

算
行
為
が
な
さ
れ
た
た
め
で
す
。

�

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
、
一
般
財
源
が
余

っ
て
き
て
い
る
な
か
で
あ
え
て
専
決
で
基

金
を
使
う
理
由
は
？

QA
基
金
が
増
額
と
な
っ
た
の
も
要
因
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
基
金
に
積

ん
で
い
る
自
治
体
が
多
く
、
小
海
町
に
お
い

て
は
、
今
後
な
る
べ
く
基
金
を
利
用
し
て
い

く
方
向
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

や
す
ら
ぎ
園
運
営
費
の
施
設
改
修
計
画
作

成
委
託
料
、
こ
れ
は
大
規
模
改
修
計
画
作

成
委
託
料
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
１
，
５
０

０
千
円
の
皆
減
の
理
由
は
？

QA
消
防
法
の
関
係
で
地
下
の
オ
イ
ル
タ
ン
ク
改

修
設
計
費
を
委
託
費
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
が
、
過
去
に
全
く
同
じ
事
業
が
小
学
校

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
参
考
に
し
た

こ
と
に
よ
り
皆
減
と
な
り
ま
し
た
。

�

当
初
予
算
で
は
星
ま
つ
り
の
補
助
金
は
計

上
さ
れ
て
お
ら
ず
、
進
め
方
を
協
議
し
て

い
る
と
い
う
説
明
だ
っ
た
が
、
協
議
し
そ

の
結
果
、
今
回
予
算
計
上
さ
れ
た
の
か
？

QA
５
月
29
日
に
第
１
回
の
実
行
委
員
会
を
開
催

し
、
ス
タ
ー
ト
地
点
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
内
容
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら

の
実
行
委
員
会
で
決
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

ア
ル
ル
の
静
岡
横
丁
エ
リ
ア
が
３
月
の
時
よ

り
広
が
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ペ
ー
ス
が
半
減
し
て
し
ま
う
の
か
？

Q

A
奥
の
方
を
使
う
よ
う
に
広
が
っ
た
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、
広
場
に
は
せ
り
出
し
た

よ
う
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

町
費
の
支
援
員
と
人
事
異
動
の
関
係
は
？

QA
町
で
は
子
供
た
ち
の
安
全
な
教
育
を
確
保
す

る
た
め
、
各
学
年
に
正
規
の
担
任
の
他
、
支

援
員
を
つ
け
て
子
供
た
ち
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
考
え
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
当

初
４
人
の
正
規
の
担
任
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
４
月
以
降
２
人
し
か
い
な
い
と
い

う
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
支
援
員
を
当
初
３

人
か
ら
５
人
に
増
員
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

農
地
費
の
委
託
料
、
国
土
調
査
事
業
費

１
０
０
千
円
皆
減
の
理
由
は
？

QA
国
土
調
査
の
訂
正
が
発
生
し
た
と
き
の
た
め

に
計
上
し
て
い
る
も
の
で
、
令
和
４
年
度
案

件
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

�

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
と

長
期
振
興
計
画
の
全
体
構
想
が
駅
周
辺
の
活

性
化
事
業
と
一
体
と
な
っ
て
い
く
の
か
？

QA
長
期
振
興
計
画
の
全
体
構
想
の
作
成
と
駅
周

辺
活
性
化
事
業
を
相
互
的
に
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

�

駅
周
辺
活
性
化
事
業
２
３
，
４
６
１
千
円

の
全
て
が
委
託
料
に
載
っ
て
い
る
。
こ
の
事

業
に
関
し
て
中
身
を
い
つ
ど
こ
で
吟
味
し
、

委
託
す
る
と
い
う
考
え
に
な
っ
た
の
か
？

QA
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
常
に
検
証
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
自
習
室
の
運
営
、
そ
れ
に
は
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
、
推
進
ス
タ
ッ
フ
、

そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
想
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
駅
拠
点
構
想
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ど
の
よ
う
な
か
た
ち
に
す
る
か
順
次
検
討
し
、

委
託
の
中
で
も
全
部
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
町
の
立
ち
位
置
を
し
っ
か
り

と
し
た
中
で
委
託
を
し
、
事
業
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
員
手
当
の
内
訳

の
中
に
特
殊
勤
務
手
当
と
い
う
の
が
見
ら

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
勤
務
の
こ
と
を
指

す
の
か
？

QA
学
校
教
育
法
に
お
き
ま
し
て
特
別
支
援
学
級

へ
担
当
す
る
場
合
、
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給

す
る
と
い
う
制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
職

務
に
当
た
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
雇
用
し

た
た
め
、
町
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
規
定

等
支
給
に
関
す
る
規
則
を
変
更
し
、
こ
の
手

当
を
創
設
し
た
も
の
で
す
。

学
校
管
理
費
の
原
材
料
費
６
５
０
千
円
皆

減
の
理
由
は
？

QA
新
年
度
に
向
け
校
庭
の
砂
を
入
れ
る
費
用
で

あ
り
、
今
年
の
３
月
の
状
況
を
見
た
中
で
、

砂
を
入
れ
ず
に
済
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
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　町ホームページにある会議録でご覧ください。

●町のホームページで音声データを聴くことができますの　　　　　　　　　　
　で是非お聴きください。

音声配信QRコード

〇一般質問とは
　定例会において、議員が町の施策の状況や方針などについて、報告、説明
を求めたり質問することをいいます。

6ページ　将来を担う子ども達に支援体制を …………………… 小池　捨吉

7ページ　子どもにまでかかる国保税の減免を ………………… 的埜美香子

8ページ　子どものマスク着用に対する現状認識は …………… 黒澤　敦史

9ページ　南佐久をウェルビーイングのモデル地域に ………… 品田　宗久

10ページ　町道松原海尻線とソーラー発電との関連性 ………… 鷹野　文則

11ページ　村上団地に隣接して町営住宅建設を ………………… 篠原　哲雄
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問

答

将来を担う子ども達に支援体制を

教育長　関係行政機関はしっかり対応しております

小
こ い け

池　捨
すてき ち

吉議員

　
　

令
和
４
年
９
月
頃
小
学
校
、

中
学
校
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ど
ん
な
内
容

で
目
的
は
何
で
あ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　

調
査
内
容
は
、
世
話

を
し
て
い
る
家
族
の
有
無
、
世
話

を
し
て
い
る
家
族
の
状
況
、
世
話

の
内
容
と
頻
度
、
学
校
生
活
へ
の

影
響
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
知

度
で
あ
り
、
世
話
を
し
て
い
る
人

が
い
る
と
回
答
し
た
割
合
は
、
県

下
小
学
校
で
は
11
・
６
％
、
中
学

で
は
６
・
３
％
で
し
た
。
小
海
小
、

中
学
校
で
は
現
時
点
で
ヤ
ン
グ
ケ

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

問町
民
課
長

ア
ラ
ー
に
該
当
す
る
生
徒
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
知
度

は
高
ま
っ
て
来
た
が
支
援
体
制
に

つ
い
て
学
校
と
の
連
絡
、
連
携
は

ど
の
程
度
、
整
っ
て
お
り
ま
す
か
。

　
　
　
　

教
育
委
員
会
で
は
、
毎

月
定
例
会
、
教
育
委
員
会
を
開
催

し
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
１
ヶ
月
間

の
学
校
内
の
様
子
を
報
告
さ
せ
て

い
ま
す
。
役
場
は
、
保
健
師
、
子

育
て
支
援
課
、
小
中
高
校
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
教
育
委
員
会
組
織
と
小
海

町
要
保
護
児
童
対
策
協
議
会
組
織

が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
感
じ
の
事

問教
育
長

案
は
、
情
報
を
共
有
し
、
対
応
策

は
練
っ
て
い
ま
す
。
個
別
は
公
表

で
き
な
い
が
、
行
政
も
学
校
も
し

っ
か
り
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

新
聞
情
報
で
は
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
に
対
し
て
の
研
修
会
は
県
、

市
で
は
各
所
で
実
施
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
南
部
５
ヵ
町
村
で

計
画
は
出
来
な
い
か

　
　
　
　
　

南
部
５
ヵ
町
村
で
職

員
研
修
は
年
に
１
回
行
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
幹
事
会

で
話
題
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

	　
　

地
震
の
感
知
把
握
と
情
報
収

集
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

国
、
県
か
ら
の
情
報

と
各
町
村
等
か
ら
情
報
収
集
を
し
、

町
で
検
討
協
議
し
た
中
で
防
災
体

制
を
確
立
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

長
野
地
方
気
象
台
と
私
の

携
帯
電
話
が
直
結
に
な
っ
て
お
り

問総
務
課
長

地
震
時
の
対
応
に
つ
い
て

問町
民
課
長

町
長

職
員
等
々
に
瞬
時
に
連
絡
が
出
来

る
体
制
が
整
っ
て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起

き
た
場
合
に
避
難
者
受
入
れ
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
町
の
体
制
は
。

　
　
　
　
　

避
難
者
受
け
入
れ
は

重
要
な
協
力
体
制
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
佐
久
広
域
管
内
の
11
市
町

村
危
機
管
理
部
門
の
職
員
が
勉
強

会
を
行
っ
て
お
り
佐
久
地
域
の
避

難
受
け
入
れ
等
に
つ
い
て
研
究
し

て
お
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
各
宿

泊
施
設
、
リ
エ
ッ
ク
ス
等
と
協
定

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
外
、
移
住
、
定
住
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
し
た
。

問町
民
課
長

移住体験施設（親沢）
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し
、
既
存
の
交
通
体
系
の
見
直
し

を
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
５
月

末
で
退
職
予
定
と
の
事
だ
っ
た
が

そ
の
後
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

現
在
は
試
行
的
に
社

会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

商
工
会
へ
の
委
託
は
５
月
末
ま
で
。

社
協
に
委
託
し
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
経
費
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
社
協
で
福
祉
事
業
と
し
て
や

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
方

向
性
を
見
出
し
て
、
事
業
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
　
　
　
　

福
祉
政
策
と
し
て
続

け
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
総
括
と

制
度
設
計
の
見
直
し
を
し
っ
か
り

や
っ
た
上
で
、
再
ス
タ
ー
ト
を
。

　
　

国
保
は
、
他
の
医
療
保
険
制

度
と
違
っ
て
世
帯
単
位
で
徴
収
さ

れ
る
た
め
均
等
割
、
平
等
割
負
担

移
動
販
売
事
業
に
つ
い
て

問総
務
課
長

的
埜
議
員

高
す
ぎ
る
国
保
税
に
つ
い
て

問

が
生
じ
ま
す
。
被
保
険
者
に
低
所

得
者
が
多
く
、
保
険
料
に
事
業
主

負
担
が
な
い
た
め
、
ど
う
し
て
も

相
当
額
の
国
庫
負
担
が
必
要
だ
と

思
う
。
国
保
の
構
造
問
題
を
認
識

し
て
頂
き
、
財
政
基
盤
を
抜
本
的

に
強
化
す
る
た
め
の
定
率
国
庫
負

担
、
公
費
負
担
の
引
き
上
げ
を
近

隣
の
市
町
村
長
と
一
緒
に
国
へ
要

望
書
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

私
は
国
民
皆
保
険
と
い
う

仕
組
み
は
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
１
兆
円
の
国
の
お
金
を

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
は
賛
成

で
す
。

　
　

子
ど
も
に
ま
で
か
か
る
国
保

税
、
町
の
施
策
と
し
て
減
免
に
。

　
　
　

前
向
き
な
検
討
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長

問町
長

問

答

的
ま と の

埜　美
み か こ

香子議員

　
　

今
の
交
通
政
策
の
課
題
は
。

　
　
　
　
　

町
営
バ
ス
の
昼
間
の

乗
車
率
が
少
な
い
。
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
事
業
の
中
で
は
、
通
院
等

で
遠
い
と
こ
ろ
で
枚
数
を
消
化
し

足
り
な
く
な
る
。
買
い
物
支
援
の

ナ
ナ
ー
ズ
便
の
利
便
性
が
悪
く
、

利
用
が
上
が
ら
な
い
な
ど
で
す
。

　
　

12
月
に
提
案
さ
れ
た
デ
マ
ン

ド
交
通
で
、
こ
れ
ら
が
解
決
出
来

る
の
か
。
タ
ク
シ
ー
利
用
は
地
域

格
差
が
生
ま
れ
て
い
る
。
年
間
フ

リ
ー
パ
ス
券
を
発
行
し
て
は
ど
う

今
後
の
交
通
政
策
に
つ
い
て

問町
民
課
長

問

か
。

　
　
　

民
間
事
業
者
と
行
政
の
タ

イ
ア
ッ
プ
の
バ
ラ
ン
ス
、
デ
マ
ン

ド
の
有
効
性
、
タ
ク
シ
ー
の
有
効

性
が
ど
う
か
。
代
替
の
も
の
が
必

要
か
。
そ
し
て
特
別
交
付
税
が
上

手
に
使
え
る
施
策
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

福
祉
の
観
点
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
ナ
ナ
ー

ズ
便
は
無
理
や
り
路
線
バ
ス
に
組

み
込
む
の
で
は
な
く
、
買
い
物
便

と
し
て
大
幅
に
見
直
し
を
。
デ
マ

ン
ド
交
通
は
一
旦
凍
結
し
、
町
民

の
声
や
運
転
手
さ
ん
の
声
を
集
約

町
長

的
埜
議
員

子どもにまでかかる国保税の減免を

町長　前向きな検討をさせていただきたい

移動販売車
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人
間
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
の
に
あ
た
り
、
口
元
を

含
め
た
表
情
と
い
う
も
の
は
非
常

に
重
要
な
要
素
。
こ
れ
か
ら
成
長

す
る
子
供
達
が
、
「
他
の
人
が
マ

ス
ク
付
け
て
い
る
か
ら
自
分
も
付

け
る
」
、
「
口
元
を
見
ら
れ
る
の

が
恥
ず
か
し
い
」
、
そ
ん
な
理
由

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ

て
大
切
な
表
情
を
隠
す
、
子
供
が

そ
う
考
え
て
し
ま
う
、
考
え
さ
せ

て
し
ま
う
社
会
は
お
か
し
い
の
で

は
な
い
か
。
目
や
口
を
見
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
そ
こ

子
供
の
マ
ス
ク
着
用
に
関
す
る

現
状
と
将
来
へ
の
影
響
に
つ
い
て

問

か
ら
磨
か
れ
る
、
育
ま
れ
る
感
性
、

人
間
性
と
い
う
も
の
が
あ
る
は
ず
。

そ
れ
を
育
む
大
切
な
時
期
を
こ
の

３
年
間
の
マ
ス
ク
生
活
で
子
供
た

ち
か
ら
奪
っ
て
い
る
の
が
今
の
社

会
。
マ
ス
ク
着
用
を
決
し
て
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
①
何
か

を
判
断
す
る
と
き
は
他
人
が
ど
う

だ
か
ら
な
ど
で
は
な
く
、
自
分
の

考
え
を
持
つ
こ
と
、
②
多
く
の
人

が
マ
ス
ク
を
し
表
情
を
隠
し
な
が

ら
生
き
る
社
会
で
子
供
達
は
健
全

に
成
長
で
き
る
か
、
と
い
う
課
題

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　

我
々
が
日
頃
か
ら
気
づ
き

を
持
っ
て
町
民
へ
発
信
し
て
い
く

町
長

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

昨
年
度
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東

日
本
企
画
か
ら
ア
ル
ル
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
の
調
査
提
案
に
関
す

る
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
公
設

塾
や
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
等

が
検
討
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
の
事

業
に
よ
り
、
町
は
ど
の

よ
う
な
未
来
を
描
こ
う

と
し
て
い
る
か
、
ま
た

そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
　
　

衰
退
化
し

て
い
る
駅
周
辺
を
活
性

化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
の
影
響
が
全
国
各
地

に
波
及
す
る
よ
う
な
取

組
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
事

業
実
施
の
業
者
選
定
を

行
い
、
10
月
を
目
途
に

運
営
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

駅
周
辺
活
性
化

調
査
事
業
に
関
し
て

問総
務
課
長

　
　

町
の
塾
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
を
す
る
べ
き
で
、
是
非
講
義

の
内
容
に
深
い
人
間
性
と
国
家
観
、

地
域
観
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
時
間
も
加
え
て
欲
し
い
。

　
　
　

大
変
同
感
す
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
今
後
、
事
業
を
進
め
て

い
く
会
議
の
中
で
提
案
を
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問町
長

問

答

子供のマスク着用に対する現状認識は

町長　表情の表現は、子供にとって大変大切なもの

黒
くろさ わ

澤　敦
あ つ し

史議員

アルルコミュニティスペース
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ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
プ

ラ
チ
ナ
大
賞
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
賞
を
頂
き
町
長
室
に
素
晴
ら
し

い
も
の
が
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
憩

う
ま
ち
こ
う
み
事
業
、
駅
前
周
辺

の
こ
と
、
健
康
福
祉
に
つ
い
て
全

て
の
も
の
が
関
わ
っ
て
く
る
事
業

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
賞
に

恥
じ
な
い
町
に
す
る
べ
く
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

　
　

昨
年
か
ら
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
県
の
総
合
５
ヶ
年
計

画
で
も
、
「
経
済
的
な
繁
栄
を
享

受
す
る
と
共
に
、
環
境
と
共
生
し
、

多
様
性
が
尊
重
さ
れ
、
健
康
で
文

化
的
な
人
間
ら
し
い
生
活
が
営
ま

れ
る
社
会
、
す
な
わ
ち
一
人
ひ
と

り
の
県
民
の
し
あ
わ
せ
（
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
）
を
実
感
で
き
る

「
ゆ
た
か
な
社
会
」
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
」
と
あ
り
ま
す
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
２
０
１
７
年

か
ら
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で

５
年
連
続
１
位
を
獲
得
し
、
世
界

ら
か
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
で
は
年
齢
、
学
歴
、
地

問

男
女
平
等
や
教
育
の
大
切
さ
、
ま

た
一
人
ひ
と
り
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
向
上
が
背
景
に
あ
る
か
ら

こ
そ
自
然
と
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ

ン
グ
１
位
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は
持
つ

こ
と
で
は
な
く
い
か
に
あ
る
べ
き

か
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
自
分
ら
し
さ

で
あ
り
、
所
有
欲
求
（
物
の
豊
か

さ
）
か
ら
存
在
欲
求

（
心
の
豊
か
さ
）
へ

と
価
値
観
が
変
わ
る

時
、
県
が
全
国
に
先

駆
け
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
進
め
て
い

る
今
、
小
海
線
の
活

性
化
を
絡
め
て
南
佐

久
を
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
モ
デ
ル
地
域

に
す
る
様
に
町
長
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
っ
て
欲
し
い
。

　
　
　

素
晴
ら
し
い

構
想
で
あ
り
前
向
き

に
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
２
０
２

１
年
10
月
に
憩
う
ま

ち
こ
う
み
事
業
で
プ

町
長

位
、
経
済
状
況
な
ど
に
関
係
な
く

誰
も
が
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

社
会
で
あ
り
、
個
々
が
己
に
と
っ

て
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
確
立

す
る
こ
と
は
人
生
を
よ
り
豊
か
に

す
る
た
め
の
手
段
な
の
だ
そ
う
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
違
っ
て
当
た

り
前
で
あ
り
比
べ
る
必
要
は
な
い

の
で
す
。
又
、
生
活
が
自
然
に
近

い
距
離
に
あ
り
、
自
然
を
楽
し
む

時
間
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
も
、

人
生
を
豊
か
に
す
る
上
で
重
要
な

一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
に
も
も
ち
ろ
ん
少
子
化
や

い
じ
め
、
貧
困
な
ど
様
々
な
課
題

が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
が
、

問

答

南佐久をウェルビーイングのモデル地域に

町長　ウェルビーイング賞に恥じない様努力します

品
し な だ

田　宗
むねひ さ

久議員

小海駅切符販売所
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問

答

町道松原海尻線とソーラー発電との関連性

産業建設課長　現在、許認可申請の段階

鷹
た か の

野　文
ふみの り

則議員

　
　

近
年
、
松
原
海
尻
線
の
交
通

量
が
大
変
増
加
し
て
い
ま
す
。
ど

こ
か
で
人
身
事
故
が
起
こ
る
の
で

は
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
松
原
海

尻
線
バ
イ
パ
ス
計
画
は
、
３
年
度

で
図
面
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

長
振
に
お
い
て
５
年
度
は
、
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て
「
協
議
」
に
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
松
原
島
の

向
地
籍
に
お
い
て
、
ソ
ー
ラ
ー
発

電
設
備
の
建
築
が
今
月
よ
り
始
ま

る
よ
う
で
す
。
当
該
地
籍
は
、
田

畑
で
す
が
、
耕
作
し
づ
ら
い
土
地

で
現
在
ほ
と
ん
ど
遊
休
地
な
の
で
、

新
た
な
活
用
法
と
し
て
は
、
良
い

方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
下
、
工
事
の
概
要
・
日
程

問

を
お
尋
ね
し
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ

パ
ス
計
画
と
重
複
す
る
土
地
が
あ

る
の
か
も
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

島
の
向
地
籍
の

ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
感
で
す
。
小
海
町
は
太
陽
光

発
電
施
設
設
置
の
場
合
、
自
然
保

護
条
例
に
よ
り
出
力
50

kW
又
は
延

べ
面
積
500
㎡
の
ど
ち
ら
か
を
超
え

る
場
合
届
出
が
必
要
で
す
。
農
地

法
に
基
づ
く
申
請
も
必
要
で
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
、
地
権
者

と
の
話
し
合
い
、
協
議
、
説
明
が

一
番
に
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
か
ら
、
今
は
許
認
可
を
と
る
段

階
で
す
。
農
地
法
上
の
転
用
許
可
、

産
業
建
設
課
長

３
反
部
３
，
０
０
０
㎡
以
上
の
転

用
は
東
信
地
区
常
設
審
議
会
に
諮

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
通
常
よ
り

１
段
階
増
え
、
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
許
認
可
を
ク
リ
ア
し
工
事
着

手
と
な
り
ま
す
。
バ
イ
パ
ス
計
画

と
の
兼
ね
合
い
で
す
が
、
敷
地
に

つ
い
て
は
近
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
か
ぶ
る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　
　

住
民
説
明
で
６
月
着
工
と
聞

き
ま
し
た
が
、
い
つ
か
ら

で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　

面
積
規

模
が
大
き
い
の
で
、
農
地

法
上
の
知
事
許
可
を
得
る

審
議
会
等
が
あ
る
の
で
、

着
工
の
段
階
に
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
　

工
事
用
道
路
は
、
ど

れ
を
使
う
か
。
ま
た
、
音

楽
堂
の
屋
根
ふ
き
替
え
工

事
は
、
ど
の
道
路
を
使
う

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ソ
ー
ラ

ー
発
電
工
事
に
つ
い
て
の

問産
業
建
設
課
長

問産
業
建
設
課
長

み
町
道
の
利
用
を
控
え
て
い
た
だ

く
こ
と
を
町
が
要
望
す
る
こ
と
は

現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

音
楽
堂
の
工
事
は
、

業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
中
で
、

海
尻
か
ら
上
が
る
道
路
を
使
用
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

ど
の
ル
ー
ト
も
狭
い

の
で
、
事
故
の
な
い
よ
う
町
か
ら

も
要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
次
長

鷹
野
議
員

松原海尻線 道路
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国
道
と
団
地
の
間
の
私
有
地

を
町
、
県
で
買
い
上
げ
て
歩
道
拡

幅
工
事
と
併
せ
て
雑
草
、
雑
木
を

排
除
し
、
花
等
を
植
栽
し
た
ら
ど

う
か
。

　　
　
　
　
　

分
譲
販
売
、
こ
れ
に

は
団
地
周
辺
の
環
境
と
い
う
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
歩

道
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
建
設
事

務
所
又
、
関
係
機
関
と
相
談
協
議

を
し
な
が
ら
、
分
譲
地
の
環
境
の

配
慮
を
大
前
提
に
良
い
環
境
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
間
村
上
団
地
周
辺
の
環
境

整
備
及
び
安
全
対
策
に
つ
い
て

問総
務
課
長

　
　

佐
久
穂
町
と
の
境
界
道
路
の

拡
幅
工
事
に
つ
い
て
は
、
佐
久
穂

町
と
協
議
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

又
道
路
に
隣
接
す
る
本
間
用
水
は
、

流
れ
も
速
く
転
落
防
止
用
の
防
護

フ
ェ
ン
ス
、
若
し
く
は
蓋
を
す
る

な
ど
の
安
全
対
策
を
道
路
改
良
と

併
せ
て
講
じ
る
よ
う
地
元
か
ら
も

要
望
し
て
い
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　

長
振
の
計
画
に

も
掲
載
し
て
令
和
６
年
度
に
130
ｍ
、

予
算
３
，
０
０
０
万
円
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
佐
久
穂
町
の
役
場

を
通
し
て
地
権
者
と
の
交
渉
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
道
路
は
千
曲
川

よ
り
に
拡
幅
し
フ
ェ
ン
ス
な
り
で

問産
業
建
設
課
長

安
全
確
保
し
転
落
防
止
の
措
置
を

取
り
ま
す
。
関
係
機
関
、
技
術
者

と
協
議
を
し
た
う
え
で
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
　

村
上
団
地
造
成
に
併
せ
て
町

営
住
宅
の
話
が
令
和
３
年
４
月
10

日
村
上
団
地
造
成
地
権
者
説
明
会

で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
造
成
工

事
は
終
了
、
町
と
し
て
村
上
団
地

に
隣
接
し
て
町
営
住
宅
建
設
を
当

初
の
計
画
ど
お
り
進
め
て
い
く
の

か
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　

150
数
戸
あ
る
小
海
町
の
町

営
住
宅
は
、
全
部
い
っ
ぱ
い
で
あ

り
ま
し
て
不
足
し
て
い
る
と
い
う

事
実
は
ご
ざ
い
ま
す
。
従
っ
て
町

営
住
宅
は
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で

前
向
き
に
考
え
さ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
　

駅
事
務
所
を
町
財
産
と
し
て

取
得
し
365
日
営
業
し
て
い
る
わ
け

で
す
か
ら
、
乗
車
券
販
売
等
に
併

町
営
住
宅
建
設
に
つ
い
て

問町
長

駅
事
務
所
を

駅
前
支
所
に
し
て
は

問

せ
て
町
民
課
の
窓
口
業
務
も
行
っ

た
ら
ど
う
か
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　

駅
前
支
所
あ
る
い
は
、
出

張
所
と
い
う
考
え
は
ま
さ
に
町
営

化
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
中
で
も
そ
う
い
っ
た
こ
と
も

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
効
率

の
よ
い
業
務
に
就
け
る
よ
う
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
長

問

答

村上団地に隣接して町営住宅建設を

町長　町営住宅は必要ですので前向きに考えます

篠
しのは ら

原　哲
て つ お

雄議員

村上団地 佐久穂町境界道路



傍聴者の声

議会傍聴感想

　６月６日に行われました小海町第２回定例会一般質問を午
前中のみ傍聴させて頂きました。私達輪の会の活動計画に盛
り込んだ勉強会での参加でしたが、大勢の方々が参加されメ
モを取る方や熱心に聴いている方など町政に関心のある方が
多いと感じました。午前には小池捨吉議員と的埜美香子議員
の質問と町からの答弁を聴きましたが、質問事項は資料で判
りますが、答弁のやり取りが聞き取れない部分もあり傍聴席
にも聞こえる工夫はないかと感じました。少子高齢化の真只
中にある小海町として考えていかなければならない問題も多
く、議員の皆様に頑張って頂き住みよい活気のある小海町を
願っての議会傍聴でした。

　傍聴は本当に久しぶりで、前回行った時には数えるほどの
人しか来ていなかったのですが、今回は席のほとんどがうま
る程度の人が傍聴する形で驚きました。年齢的にはかなり上
の方が多かったですが、町民の期待感、特に高齢者の方の町
の生活への不安感が大きくなっているのか？と感じました。
　二人の議員の質問を傍聴したのですが、今、町が抱えてい
る問題点を質問し、町長、課長からの答えに追求したり、疑
問を投げかけたり、対策案を出したりと議員として町民の暮
らしが良くなる様にと発言している姿に頼もしさを感じまし
た。二人以外の議員の発言も傍聴したいと思います。新井真澄さん

堀内淑恵さん

傍聴席で音声が聞き取りにくいご意見をいただきましたので、早急に検証し改善してまいります。

まめや 直売所

車椅子をご利用の方は、
議場内の専用スペースで
傍聴することができます。

詳しくは、議会事務局
電話 0267-92-2525（内線300・301）

にお問い合わせください。

次回定例会は
９月開催予定です

　議会ではどんな発言をしているのか、
またどんなまちづくりを
考えているのか、今後の
町の方向性を直接聞くこ
とができる良い機会です。
ぜひ、お越し下さい。

議会を傍聴してみませんか

小海町議会だより　№165 12

　６月の第２回定例会は小海小学校６年生社会科見学が行われ、またその他
に会期中たくさんの町民の皆様が傍聴されました。



小学生の感想

町への要望

　町議会に見学に行きました。最初の話し
合いでは議員さん方が言っていることがむ
ずかしくて分かりませんでした。議員さん
のイスに座らせてもらった時、議会の教科
書を見せていただきました。すごく重かっ
たです。家にもっていけないからタブレッ
トにするか考えているそうです。議会の見
学はとてもためになりました。

　今日議会を聞きに行きました。最初に議
員さんたちの会議の様子を見ました。話自
体は税金などの話をしていました。このよ
うな貴重な話を聞くことができてよかった
です。次に質問や要望を伝えました。今ま
で知らなかったことが知れたり、要望を伝
えることができてよかったです。最後に議
長さんの席や議員さんの席に座れる貴重な
体験ができてうれしかったです。

　町議会を見てきました。けっこうむずか
しくて、最初は何を言っているのかさっぱ
り分かりません。でも何かすごかった！！
こうやって多数決で決めたり、話し合った
りするんだなぁーって分かりました。実際
に見たり話し合いに参加させてもらって、
いい経験になりました。

　今日は小海町役場に行きました。最初は
けっこうきれいな場所だと思いました。役
場の中があんな風になっているとは知りま
せんでした。議長の話はすごいスピードで
色々なことが決まっていき、すごいと思い
ました。その後に見せてもらって、マイク
やイスのことがよく分かりました。要望で
出した信号機は、昔ぼくもひかれそうにな
って、親にとめてもらわなかったらひかれ
ていたかもしれません。設置してほしいで
す。

小海町議会だより　№16513

●ナナーズの前に信号機をつけてほしい。

●旧中学校跡地の十字路に横断歩道をつけてほし

い。

●公園がほしい。

●地域の交流の場（機会）があるといいな。
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今
年
の
世
界
各
国
の
男
女
平
等
度
を

示
す
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

（
政
治
、
経
済
、
教
育
、
健
康
の
４
分

野
で
男
女
格
差
を
数
値
化
）
」
が
発
表

さ
れ
た
。
日
本
は
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で

146
ヶ
国
中
125
位
と
過
去
最
低
の
順
位
と

な
り
、
政
治
や
経
済
の
分
野
で
遅
れ
が

目
立
つ
。
１
９
９
９
年
に
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
、
２
０
１
６
年
に
は
女

性
活
躍
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
常
に
下
位

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

男
性
だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
と
役
割

ま
で
決
め
つ
け
ら
れ
た
男
女
像
が
根
強

く
残
り
、
人
々
の
意
識
の
変
化
と
の
ギ

ャ
ッ
プ
の
広
が
り
な
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
先
の
国
会
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
「
理

解
増
進
法
」
成
立
も
同
性
婚
実
現
や
差

別
の
な
い
社
会
を
求
め
る
声
と
は
逆
行

し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　

（
編
集
委
員　

的
埜
美
香
子
）

　
　
　
　
　

編
集
責
任
者　

有
坂　

辰
六

　
　
　
　
　

編
集
委
員
長　

篠
原　

哲
雄

　
　
　
　
　

編
集
委
員　

篠
原　

伸
男

　
　
　
　
　

編
集
委
員　

井
出　

幸
実

　
　
　
　
　

編
集
委
員　

的
埜
美
香
子

各
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

民
生
文
教
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

予
算
決
算
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

●	

国
民
健
康
保
険
事
業
、
介
護
保
険
事
業
と
も

に
あ
ま
ね
く
被
保
険
者
の
実
態
を
把
握
し
、

町
民
の
生
活
、
健
康
不
安
に
寄
り
添
う
よ
う
、

よ
り
一
層
の
研
究
、
努
力
を
さ
れ
た
い
。

〇
町
長

　�

　
国
民
健
康
保
険
事
業
、
介
護
保
険
事
業
の

被
保
険
者
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
町
民
が
抱

え
る
生
活
不
安
や
健
康
不
安
な
ど
を
払
拭
す

べ
く
、
よ
り
一
層
の
調
査
、
研
究
を
し
て
事

業
実
施
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●	

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
事
業

に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
等
議
会
へ
の
報
告
ま

た
町
民
に
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
将
来
展

望
が
あ
る
施
策
の
展
開
に
努
め
ら
れ
た
い
。

〇
町
長

　�

　
全
員
協
議
会
な
ど
で
進
捗
状
況
な
ど
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
広
報
な
ど

に
よ
る
町
民
へ
の
周
知
、
ま
た
町
民
の
皆
様

か
ら
の
意
見
や
要
望
を
反
映
し
た
将
来
希
望

が
持
て
る
事
業
展
開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

佐久地域振興局長と井出薫氏

長年議員活動をされました井出薫前町議が
県知事表彰（自治功労）を受章しました

　小海町のホームページの
小海町議会のページでは、
議会だよりのほかに会議録
検索や議会音声配信もご覧
になれます。
　ぜひご活用下さい。


